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｢ 人生 二毛作・・ 」             令和 元年５月吉日 岩本 博之 

テレビ番組で色々な企画ものの中、芸能人は多才で器用な方が多く素晴らしい自己表現をしております。絵を 

描いたり、書や俳句からダンス競技など「静」から「動」まで。我々一般人とどこが違うのでしょうか？持って生まれた

「才能」や「運」は誰もが共通して有るのでしょうが、９９％の人達はそれに気付かないだけだと思います。重要なの

は、その「気付き」なのではないでしょうか？ 最近引退したイチロー選手のコメントで強く印象に残ったのは、   

子供へのアドバイスとして「野球だけでなくても良いんですよね、始めるものは。自分が熱中出来るもの、夢中になれる

ものを見つけられれば、それに向かってエネルギーを注げるので。そういうものを早く見つけて欲しいなと思います。  

それが見つかれば、自分の前に立ちはだかる壁に向かっていける。向かうことが出来ると思います。それが見つからない

と、壁が出てくると諦めてしまうということがあると思うので。色々 なことにトライして、自分に向くか向かないかとい

うよりも、自分が好きなものを見つけて欲しいなと思います。」・・大人も含めて、これだけシンプルで解り易い人生   

指南書はないと思います。変に勿体を付けて難解な表現を使う事無く、サラリと優しい愛の有る言葉だと思います。 

「でも久しぶりの東京ドームに来て。で、ゲームは基本的には静かに進んでいくんですけど。何となく印象として、   

日本の方って表現することが苦手というか、そんな印象があったんですけど、それが完全に覆りましたね。内側に持って

いる熱い想いが確実にそこにある。それを表現したときの迫力というものはとても今まで想像出来なかった事です。   

ですから、これは最も特別な瞬間になりますけど。ある時までは自分のためにプレーすることがチームの為にもなるし、

見ていてくれる人も喜んでくれるかなというふうに思っていたんですけれど。ニューヨークに行った後ぐらいから   

ですかね。人に喜んでもらえることが、一番の喜びに変わってきたんですね。その点で、ファンの方々 の存在無くしては、

自分のエネルギーは全く生まれないと言っても良いと思います。え、おかしなこと言ってます？僕。大丈夫？（笑）」――    

イチロー選手が貫いたもの、貫けたものは。野球のことを愛した事だと思います。これは変わることはなかった  

ですね。――「現役時代に我慢したこと、我慢したものは。難しい質問だなぁ。僕、我慢できない人なんですよ。我慢が

苦手で、楽なこと楽なことを重ねているという感じなんですね。自分が出来ること、やりたいことを重ねているので、   

我慢の感覚がないんですけど。だから、とにかく身体を動かしたくてしょうがないので。こんなに動かしちゃダメだと  

いって、身体を動かすことを我慢するという事はたくさんありました。」 

松井選手を、父親や山下監督は「努力の天才」と表現していますが、イチロー選手と相通じるものがあると共に、

「努力」と言う言葉は本人の口からは出ていません。ひた向きに「野球」が大好きで地道なトレーニングの結果に 

「記録」が必然的に生まれた。そしてその過程で素晴らしい「人間性」が育まれたのだと思います。 

芸能人もスポーツ選手も「集中力」の仕方が合理的なのではないでしょうか。甲子園に出たい・・、劇団四季に入り

たい、漫才で人を楽しませたい・・目的に近道を求めず、努力の先に結果がある事を。 

５０年以上前には「定年後の人生」とはワンパターン・「悠々自適」のように描かれていましたが、今の現代では 

健康な老人が多くなると共に、寧ろ現代の若者より溌溂とした方々が多いように見受けられます。人生経験を重ね

ると「壁」への対処が上手くなります。誰しもが現在よりも「一歩」前進を願い努力しますが、若ければ若いほど、  

その壁の大きさの程度が解らず悩みます。超えられるレベルなのか否なのか・・。重要なのは下を向かずに向き 

合う事です。下を向いて(逃げて)しまえば周りの景色が見えず、折角の経験が無駄になります。前をしっかり見て 

遠回りするのは、挫折ではなく豊かな経験値になります。 
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４月１３日 

 金沢ﾆｭｰｸﾞﾗﾝﾄﾞﾎﾃﾙ 

桜が満開に咲き春のうららかな日差しが降り注ぐ中、尾山神社目の前の会場で総勢６２名が     

参加したお花見会！おいしいお料理とお酒をいただき、皆大満足でした♪ 

今年度清風会幹事の亀井主任 
1年間よろしくお願いします！ 

じゃれあい中の三人 最後は浅野さん 
初の中締めは大成功！？ 

楽しい宴の始まり～♪ 

東大入学式の祝辞で、上野千鶴子名誉教授は「貴方たちが今日“がんばったら報われる”と思えるのは、    

これまで貴方たちの周囲の環境が、貴方たちを励まし、背を押し、手を持って引き上げ、やり遂げた事を評価して  

褒めてくれたからこそです。世の中には、頑張っても報われない人、頑張ろうにも頑張れない人、頑張り過ぎて心と

体を壊した人…達がいます。頑張る前から、“しょせんお前なんか”“どうせ私なんて”と頑張る意欲を挫かれる人達

もいます。・・・・貴方たちの頑張りを、どうぞ自分が勝ち抜くためだけに使わないでください。恵まれた環境と    

恵まれた能力とを、恵まれない人 を々貶めるためにではなく、そういう人々を助けるために使ってください。そして

強がらず、自分の弱さを認め、支え合って生きてください。」 

何と素晴らしい、はなむけの言葉でしょうか！ 人生を二毛作・三毛作という人たちも居れば、一毛作すらも適わ

ぬ人もいるでしょう。大切なのは一毛作の過程を経ることだと思います。多くの人達に恵まれて・・・。  

「迷える子羊」紆余曲折が人生ではないでしょうか？  

 

５Ｓは 意識・感性・行動力  高めて築く安全職場 
 

by 丸木      
 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
編集後記 : 新元号が「令和」に決まり 5 月 1 日より施行されます。皆さんにとって平成の 30 年は      

どの様な時代でしたか？また令和をどの様な時代にしたいでしょうか？毎年目標を立てている方も 

いるかもしれませんがもう少し長く 10年 20年後の成りたい自分を想像し目標をもって生活しましょう。 

Ｍ．Ｍ  

3日 坂本   さん    4日 道田   さん 

9日 北川   さん   11日 陳    さん 

12日 北本   さん   15日 東    さん   

21日 水口   さん  24日 尾田   さん   

25日 久保出  さん  26日 島畑   さん 

 

   

1日 高瀬   さん   6日 李    さん 

8日  古賀   さん  11日  北村   さん 

13日 梅田   さん 13日 大桑   さん 

16日 安村   さん  23日 卯野   さん 

25日 杉村   さん  25日 吉田   さん  

26日 山本   さん 30日 松浦   さん  

 

① 高野 (たかの) 
② ポリテクカレッジ石川 
③ 平成 10年 12月 2日、Ａ型 
④ アニメを見る 
⑤ アニメを見る、マンガを読む 
⑥ 特に無し 
⑦ 平常心 

 
⑧ 仕事に早く慣れる様頑張ります 
 
 

① 丹 (たん) 
② 金沢北陵高校 
③ 平成 12年 4月 29日、Ｏ型 
④ ゲーム 
⑤ 家でゴロゴロとゲーム 
⑥ 家族へのプレゼント 
⑦ ｢ありがとう｣という言葉は 

ポケットにしまってはいけません 
⑧ いつも元気でいる所 
 

① 名前 

② 出身校  

③ 誕生日、血液型 

④ 趣味(特技) 

⑤ 休日の過ごし方 

⑥ 初任給で買いたい物 

⑦ 座右の銘  

⑧ セールスポイント 

毎年恒例のボウリング大会は今春の  

新入社員 2 名を含む 66 名が参加しました。

優勝したのは 332 点で、横川リーダー。  

2 位は 329 点の横川さん ( 中央 ) 、     

3 位は 319点で島畑さん(左)でした！ 

おめでとうございます♪ 

３月９日 

 御経塚イオン グランドボウル  

賞品は、任天堂 Switch 

調理鍋、空気清浄機  

3 月 31 日 

小松商工会議所 

３月６日 

第１係 荒木  

最高得点の横川ﾘｰﾀﾞｰ(中央)と 

決定的瞬間の金原部長(左) 

川端  さん     
 
高瀬  さん 
 
若林  さん 

 

中村  さん 

特級 

特級 

3 級 

機械加工  
 
仕上げ 
 
機械検査 

 

ビジネスキャリア検定 

特級 

おめでとうございます！！最難関の特級に三人同時に合格し、地元の新聞にも取り上げて 

頂きました。これで特級合格者は計七名。これからも後輩たちに技術指導をお願いします！ 

今回の研修は切削加工の基本を主とした講習でした。冒頭で「敵を知り己を知る」という

話が出て、敵とは被加工物の材料特性、己とは切削工具等で、これらを熟知していれば加工

中に失敗を犯さないという事でした。面白かった所は「敵」と「己」は色々な例えに置き   

換えて考えることが出来るという点でした。「仕事と自分の力量」や「上司と自分」など改め

て敵と己を見極めて考えることで、自分は何が出来るか、どうするべきかが分かりやすく  

なってくるという事でした。 

講習では切粉発生の原理や工具のスクイ角とせん断角による切粉の形状等を教わりました

が、一番勉強になったのは構成刃先についてでした。構成刃先とは、切削加工をする際に  

工具と接触している切り屑の一部が溶けて工具のスクイ面上に再結晶した状態を言います。

再結晶したことにより元の素材とは異なる非常に硬い状態であるが、あたかも刃先の様に 

作用して工具の刃先に代わって切削を行なう。決して悪いことばかりではなく、工具の刃先

を守っているという一面もある。自分が携わっている仕事で津田駒様のバイスがあり底面の

縦溝の仕上げを行なっていますが、工具を変えてしばらく加工していると構成刃先により 

溝の底に線が入っていました。しかし適切な加工温度まで切削速度を上下させると、構成  

刃先が少なくなる事で線が出来にくくなりました。他にも構成刃先を無くすには重切削を 

したり（切削抵抗をあげ、温度を上昇させる）、スクイ角を大きくしたり（切り屑と工具の  

接触面積を小さくし、切れ味を上げる）する等の方法を学びました。 

今回の研修で本田常務や嶋田課長が日頃からよく仰っている「理屈を理解する」というこ

との重要性を改めて感じました。やり方だけを理解してもダメでそれ以上の事をやるには 

知識を身に付けそれを実際に活用していけるように成長していかなければならないと思いま

した。そのために実用可能な知識を蓄え、今後の改善活動や立ち上げ等に生かしていきたい

と思います。 

中国人実習生の受入機関である『ミリオン協同組合様』主催の  
コンテストに、今年は 4 年目の劉さんが参加しました。毎日夜中 
まで一生懸命練習を重ね本番はとても良いスピーチでしたが、残念
ながら賞の獲得は出来ませんでした。次回は経験を活かして上位
入賞となれるよう、応援しています！ 

それ～！！ 

清風会幹事なので 

賞品辞退したヨ 

 

切切切削削削加加加工工工ののの基基基本本本   ～～～工工工具具具とととははは何何何かかか～～～   


